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く表紙「カガクノチカラ｣について＞

ＩＳＣの商売道具(の中身)を表紙にしてみました.昔の少年少女向き科学雑誌ではありませんが,「カガクノチカ

ラ｣で様々な事柄(教育や研究のサポート)を実現していければと考えています．

情報科学センター事務室長小池達男
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巻頭言

センター長水本雅晴（総合情報学部情報工学科教授）

2003年の４月にはSARSの原因がコロナウイルスの新種であることが突き止められました.また翌年にかけて烏

インフルエンザの発生が世界各地で確認されました．元々鳥というのは空を超え，場合によっては細菌等を広

い範囲で媒介してしまいますが，それ以上に現在，人も物も世界各地を行きかいます．更に航空機を利用した

場合の時間的距離は非常に近くなり，時としてこの手の「感染」は各地で一気にアウトブレイクしてしまうこ

ともあります．

同じく「感染」というと，2001年の国内でのBSE牛の確認に続いて，2003年にはアメリカでもBSE牛発生が確

認されました．そして消費者であるわれわれに大きな影響を与えることになりました．これらは，その後の牛

肉のトレーサビリティ実現へとつながります．この牛肉のトレーサビリティというものは，具体的には，購入

した牛肉のラベルに記述された数字から，政府系Webサイトの「牛の個体識別情報検索サービス」を利用して牛

の出生年月日，種別（品種）や飼養施設とその履歴を消費者が直接閲覧可能とするものです．個人が自宅等に

いながらにして様々な情報にアクセス可能であるという「インターネットの利点」を活用した国民向けサービ

スと言えるでしょう．

さて，ネットワーク上での流行は，良くないものも含めて，人が航空機を利用するよりも速く伝播します．

2003年にはウイルスメール，スパムメールそしてスパイウエアといったものも急増し，全世界のネットワーク

上のトラフイックのうち，５０％以上が本来不要な通信であるという統計もあるようです．同じく2003年には

フィッシング詐欺による被害がアメリカで急増しました．日本への伝播も時間の問題と言われ，実際にあっと

いう間にその手の電子メールが日本でも急増しました．

元々相互扶助という「善意」を持った形で発展したインターネットは，現在，非常に多くの不安材料を内包

した存在になっています．しかし，現実社会とコンピュータネットワークの枠を越えて相互に補完しながら，

そこに存在する不安を取り去ること，特にコンピュータネットワークについては道具として旨く利用すること

で，我々は，我々自身の生活をより良くしていくことを目指すべきと考えます．ただし「５０％以上が…」と

いう現状では簡単なことではありません．

ISC新システムでは,従来からのファイアウオールに加えて,学外からの電子メールに対してウイルスチェッ

クを行うウイルスゲートウエイを導入します．コンピュータウイルス，その他のネットワーク上の攻撃に対し

て，１つの装置やシステムで完壁に防御された状況を作ることはできませんが，本学ユーザに少しでも「安心」

してコンピュータネットワークをご利用いただけるように今後も様々なシステム設計やその変更を実施してい

く予定です．システム変更時には一時的にユーザにご不便をおかけすることもありますが，これからも，ご理

解ご協力をくださるようにお願いいたします．

・３．



鋤特集｜Scでリッチメデイアな研究発表
素材を作ってみよう
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Powerpoint編(Ｐ１５）

ユーザーズルームでリッチメディアな研究発表素材を作ってみよう

ISC２階のユーザーズルームには,様々な入出力装置やソフトウエアが用意されています．

マルチメディア端末１，２号機ではMiniDV,ＶＨＳ等から音声や映像等の素材を取り込み,コンピュータ上で編集

することができます.また,編集したデータはファイルに保存できる他,MiniDV『ＶＨＳ等に保存することもでき,プレ

ゼンテーションやＷＥＢページ等の素材作成に活用できます．

ここからは,ＤＶ,MiniDV,VHS,ＳＶＨＳなどから,映像信号をデジタル化してコンピュータに取り込み,研究発表

素材を作成するまでの手順をご紹介します．

１．素材の取り込み

練鍵頚画一職!⑭Ⅱ端的＝

1．素材の取り込み(7P）

』し

Ⅱ．取り込んだファイルを編集"保存(11Ｐ）

４ Ｊ』上
Ⅳ、編集した動画ファイⅢ．編集した動画ファイ Ｖ・編集した素材をテ

ルを別のアプリケーショルを別のアプリケーショ －プに記録(Ｐ18）

ンで活用① ンで活用②

Flash編(Ｐ１６）
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マルチメディア端末１，２号機では,ＤＶ,MiniDV,VHS,ＳＶＨＳなどの素材から,映像の取り込みができます．

※ビデオデッキはマルチメディア端末１号機に接続されています．

取り込みを行う前に，ビデオデッキの電源を入れ，取り込みを行うテープを挿入します．ＤＶ，MiniDV,VHS，

SVHSからの取り込みの場合，ビデオデッキの全面パネルを開き,「出力１切替スイッチ｣を｢ノーマル(画面表示

有)｣に合わせ‘取り込みを行う側のドライブ(ＤＶ又はVHS)ボタンを押してください．（選択されているドライブボタン

のＬＥＤが光ります）
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[新規]ボタンをクリックします．

得秦

闇ビデオキヤプチヤ

使用するアプリケーション:EDIUS

リアルタイムビデオ編集アプリケーション｢EDIUS｣を使えば,ＤＶテープやＶＨＳテープからの映像の取り込みや，

映像の編集などが手軽に行えます．

次の手順でリアルタイムビデオ編集アプリケーション｢EDIUS｣を開きます．

鯛葱~卜|→[すべてのブﾛグﾗﾑ]→[Canopus]→[EDlUS]→[EDIUSLE］
初回起動時には,次のようなダイアログが表示されます.[参照]ボタンを押し，

ここで指定した場所が既定の保存先となります．

任意の場所を指定してください
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[プロジェクト設定]ダイアログが表示されます．

[フォルダ]｡[プロジェクト名]欄で指定した場所｡名前で,ファイルが保存されます‘
｢プリセットの一覧]より，出力フォーマットを選択します．
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鐸集

[OK]ボタンを押してください．EDIUSが起動します‘
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ＤＶテープを使用する場合は,「DV｣を,ＶＨＳを利用する場合は｢BackPaneI｣を選択してください
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キャブチャポﾀン

得秦

「DV｣を選択した場合は‘次のような[入力設定]ウインドウが表示されます.「ＯＫ｣ボタンを押してください

入力設宗 ｌ－ｘ

キャブチャ

、'

１
１

■ぃ毛、

｢BackPanel｣を選択した場合は,次のような[入力設定]ウインドウが表示されます．

再生ボタン

それぞれのソースを再生し,［キャプチャ]ボタンをクリックします．

使用可能なブリｾｯﾄ<P）説明
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｢ 入力設定、画１
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使用するアプリケーション:EDIUS

［手順Ｉ]でキヤプチヤしたクリップがビンウインドウに表示されます.追加されたクリップをタイムラインヘドラッグ

します．

タイムラインウインドウ
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ＶＡトラックには,ビデオクリップとそれに付随するオーディオクリップを配置します．
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タイムラインにクリップが表示されます．

ポジションスライダをドラッグすることで,フレームの移動ができます‘
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すパてのバﾚｯﾄを表示《AＪ

不要なフレームを削除します．

再生を開始したい位置にポジションスライダを合わせて,［クリップの分割]ボタン→[カーソル位置]→[選択トラッ

ク]の順にクリックします． ｜ｸﾘｯブの分割ボタン’

嬢美

感ＩＵｎＷｅｄｌ ｌ何~夢育了|耐爾寓ご||萌弓11爾零11詫言''零写ざ引陶ご両|~富雷雨画圃眉

す穴てのバﾚｯﾄを胆すqＪ

ｶｰﾂ』腫置轡？Ｉ選択ﾄﾗｯり⑧ｃｔｒｌ麺l圏
1,/out⑩

全てのﾄﾗｯｸ轡1111撫蕊商諦

垂一画＝■一虫勺■－～一色Ｐ＝L■■

L器謝;識Ⅷいい,職0関09,,,,‘9uI0iOO‐

'；ｖ”両面

同様に,再生を終了したい位置にポジションスライダを合わせて,［クリップの分割]ボタン→[カーソル位置]→[選

択トラック]の順にクリックします．

分割された不要なクリップを選択後,右クリックし,［削除]を選択します‘

効果を挿入します．

[パレットの表示]ボタンをクリックし,［Effectパレット]にチェックを入れます．
｜バﾚｯﾄの表示ポﾀﾝ

銭IUnIm“Ｉ|否重言言I而竜富ご|厩璽歴愚目富国K垂露廻|盲盲諏'す雷評盲|唾

QuickTime…AppIe社が開発したMacintosh標準の動画ファイル

形式.高品質･高圧縮.AVlと同じく編集が行いやすい．

票畿輔砺判…図噸…喫卿卿‘………翁……雌蝿『需聯撫鰻卜⑩Ｉ２
１ｖＡ２画国ｌＥ型12…１画、"鋤…ulpno･'翠…厨oqoo:'…－－｜

雨｜…'2ＱＯＤ時'1,ｍ"m趣Ｃｕ“”i準…,幻opo14鰹’すパてのﾚｯﾄを表示④１秒

OUQ

ＩＥ聖u２６“1,ｍ“鋤諏DutOn”'翠…籾cNcKpo:'や；

iI埜曾…'四"m…ｕし｡"q,‘…』,…１熱心；

WindowsMedia…Microsoft社が開発したWindowsMediaビデオフ

ァイル形式の動画ファイル.高画質で圧縮率が非常に高い．

RealVideo…リアルタイムに動画を配信するためにRealNetworks

社によって開発された規格.接続回線速度に応じて画像や音声を

配信できる．

MPEG…動画圧縮技術の国際標準規格の一つで,高圧縮率診高

品位画質が特徴.基本的には’動画の１コマ目のデータをもと

に’２コマ目はそれと違う部分だけ,３コマ目は２コマ目と違う部分

だけと，差分を記録することで圧縮を実現する．ＭＰＥＧには

MPEGI～MPEG4までの規格がある．

MPEG1はＣＤ,DAT,ハードディスク等のデジタルメディアの動画

と関連する音響を対象とした規格で,MPEG2は，高品位テレビの

ために制定され,放送メディアが対象.MPEG4は更に圧縮率を向

上させた.インターネット利用を意識した規格である．

VA１Ｉ層０コ

Effectパレットが表示されます‘

”ファイル形式について
AVl…Microsoft社が開発したWindowsVideofoI･Windowsという

サービスで用いられる動画ファイル.いくつかの圧縮形式が存在

する･編集が行いやすいが,ファイルサイズが大きいため,web配

信には不向き．
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灘撫謝2１

クリップの先頭にポジションスライダを合わせ,Ｔトラック上で右クリック→Lクリップを作成｣→Lインスクラ

ICGファイル･インポーター]をクリックします．

［InscriberTERT2､0]ウインドウが表示されます.タイトルとして表示するための文字列を入力してください
は.用意されているテロップテンプレートを利用することもできます．

戸戸で
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ここからテンプレートを選択できるここからテンプレートを選択できる
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灘鰯雪
F曜診弓望乾

蕊義巽.皇鍾

垂勇乏墾勇見錐愛 一．、磯'；

[ファイル]メニューより[保存そして終了]を選択し,任意の場所へ保存します．

』‘蕊議蕊蓋譲識,、､‘雛愈藩蓉議蕊霧‘圭職.と|:卿蝿耀#蕊蕊堕iN鐸識1編鶏１Ｊ．

得案

トラック上で右クリック→[クリップを作成]→[インスクライバー

灘I鵜

挿入したタイトルクリップに効果を加えます．

Effectパレットより[タイトルミキサー]→[スライドＡDown]を選択しドラッグします．

タイトル文字列が,画面の上から下へ向かってスライドするという効果が追加されました
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､リ「EDIUS｣では,静止画像や動画,サウンドなどを挿入し,動画を編集することも可能です.詳しくはISC2階

再生ボタンを押し,再生してみましょう.イメージ通りの映像ができていたら

モニタウインドウの[RCD]ボタンが押されている事を確認します．

[エクスポート]ボタンをクリックし,[ファイルに出力]をクリックします．

ファイルの保存へ進みます‘

‐１４‐

、=一一一型P

エクスポートボタン

AVI,MPEG,QuickTime,RealVideo,WindowsMediaなどの形式が選択できます‘
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ウィザードに従い,保存するファイルの形式と保存場所,ファイル名を指定してください
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編集した動画ファイルを別のアプリケーションで活用①

丁ニヤ猟謬

篭
芯:

錨プレゼンテ ションソフトPowerPointへＡＶIファイルを取り込み,プレゼンテーション資料を作成

鵠溌::震灘議事書:鍵護驚鍵議鍵蕊識雛『灘

使用するアプリケーション:PowerPoint2003

次の手順でプレゼンテーション用アプリケーション｢PowerPoint｣を開きます．

璽塗二ｋl→[すべてのﾛグﾗﾑ]→[Microso代Office]→[MicrosoftOfficePowerP･int2003］
動画を挿入するスライドを選択します．

［挿入]メニューより［ビデオとサウンド]→[ファイルからビデオ1を選択します．

※AVIファイルの形式によっては,他のＰＣで再生できない場合があります.プレゼンテーションで利用する場合

は,必ず実機でのテストを行ってください．

譲議謹鍵鍵議謹譲鍵繍鍵謹鍵議謹蕊雲議
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スライドショーでヂｵを自動的に再生しますが'？
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映像の含まれたリッチメディアなプレゼンテーション資料の完成です．
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挿入するＡＶIファイルを選択し,［OK]ボタンを押すと,以下のようなメッセージが表示されます.必要に応じて[自

動]か[クリック時]を選択してください．
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灘 編集した動画ファイルを別のアプリケーションで活用②

賦瀞、詩fj2

亙
雨

｛
》

蝿ＡＶIファイルをｗｅｂ用FIashムービーとして保存し,ホームページヘ掲載

墜誘糧坊注(E宗I全僧也I鋳､５ﾕ詠持壷紙霧里鍔教おう")魅K蝿：

使用するアプリケーション:FlashMX2004

次の手順でリッチコンテンツ作成用アプリケーション｢FIashMX｣を開きます．

鯛ｽ摸~ﾄi→[すべてのブﾛグﾗﾑ]→[Macromedial→[MacromediaFlashMX2004F

[ファイル]メニューより[新規]をクリックすると,新規ドキュメントウインドウが表示されます‘

ドキュメントタイプを選択します．

ここでは,［一般]タブより[Flashドキュメント]を選択します．

鰹U釣f壱ム
ａｄ

ｌ鯉i総I競副扇&鴨６

．；W宙1浬届Ⅱ嬰灘f撫蝿溌碑#騨噛鎧蹴蝿蛎．茸０１．γ,い‘醜w珂蹄睡噺.'･…

…掴
＝蕊I秀ｦＦＲ
タイプ①： 説明、：

讃鞠議繍蕊綴職蕊ご_αｒ~rr：識繍｜Flashドｷｭﾒﾝﾄｳｲﾝド先斯mFIashドｷｭﾒﾝﾄ(*‘fla）
を作成します。Ｆｌａｓｈドキュメントを使用すると､Flashムービー熟ｽﾗｲドﾚゼﾝﾃー ｼｮﾝ
およびｱﾘｹー ｼｮﾝ用にﾒデｨｱと構造を設定できます。

賎ﾌｫー ﾑｱﾘｹー ｼｮﾝ
塾ＡにtiOrlSEript(AS)ﾌｧｲﾙ
麺Ａｓｺﾐｭﾆｹーｼｮﾝﾌｧｲﾙ
懇Fla5hJavaS垣riptﾌｧｲﾙ
鐘Flashﾌ゚ﾛジｪｸﾄ

【憾醜室

Ｑｋ－－ｌｌ｜ｷｬﾝｾﾙ’

［ファイル]メニューより[読み込み]→[ステージに読み込み]を選択し,先ほど編集･保存したＡＶIファイルを選択し

ます．ウィザードに従い,読み込みを行います．

学’噸唄

雨

鐘蕊噌譲髭雲霊意星雲鷺~菅薫電巻雲韮こま~r主エー醗_室…蕊厘 函麺雌悲

ビデオの読み込み

鐸集

_醒昼-．,.,ﾛｰ△二.ﾛ,Ｆ１，.字画?■凸匹ＨＯＤ且

､”gofWtffⅥ恩p』４ＡハPロ
ーーニ■もF－面囚二■ニレ■前ｲ■毎J』0Ｆ０台■1

一句

i錠i鋤”①潮弓夷夏封･-デ刺謹出唾dプ§域ﾉ）

一

1苓謡入る方法(E宗Ｉ全侭⑱【鋳､５１詠琶壷紙霊異も先に行う励魅K鋼

｡E認全除馨暮蔀喝

･琶苛の濡蕊を先I竃う
帳鋤I胃昂､や睦①』ｽjﾜブ“､r戒､１錠i鋤”①潮霊夏封･-デ刺謹出唾dプﾂｪﾉ】

迩
一
】

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

》
毎
』

一
》
一》

‘”に罰､画Ⅱ騨阿司圃、

ドキュメントのサイズを,読み込んだ映像ファイルのサイズに合わせます．

ドキュメント内を右クリックし,［ドキュメントのプロパティ]をクリックすると[ドキュメントのプロパティ]ウインドウが表

－１６‐

一醒昼-．,.,._今二・ﾛ,Ｆ,,．？p計■ら世nfDI

D肺思幽Ｗｔｆｆｙ１恩p』４ＡハPｐ

函劃I露画函]Ｅ麺麺亡”画Ⅱ騨阿司圃、

．．・ず霊譲函諒
ビデオの読み込み．

‐蛭璽懇E基準零j畦呉ｉ避凡礎､幽鉦,鑑門

…冒話錠



示されます．

［内容]ボタンをクリックし，［o}qボタンをクリックします‘

驚謹篭纏鯉瞳議 豊霧
壱

４ﾏ』国ﾛ二毛＝竺一唾一一コーーー皇詮季署室

ｻｲズ：ｌ７２Ｑｐｘｌ(帽１ｘｌ４Ｂ'二ｌｐｘｌ(高さ〕，

ｻｲズを合わせる：｜ﾘﾝﾀ⑨’’1内容(Ｑ;｜｜テﾌｫﾙﾄ鰹

背景色Ｉ 画

フレームレート鱈 I亘． fps

ルーラ単位Ｉ｛曲セル Ｖ,４

デフォル卜にする｜ Ｃｌ〈Ｉｌｌキャジセル１

得薬

［ファイル]メニューより[パブリッシユ設定]をクリックします．

ＨTMLにチエツクを入れます．（同時にFlashにもチェックが入ります.）ファイル欄で,保存する場所と名前を指定

します．

霧謹蕊鍾霊室

現在のﾛﾌｧｲﾙ：i鏡議嬢

一一二一一一＝一一一一一一草

|形式！HTMLIIFlash

袋イブ。

函|Flash（swfXF）

蜜

＃･悼裁謹賀漣蕊

ﾌｧｲﾙＩ

|b:¥Dbcm雨(吾~百両運､雲､豚fwhl員ＲｎＨＲ

回HTML(ITlmlX上、 伽｡6耐薗11霞､i蕊|閣
口GIFｲﾒー ジ<直iI)｡ｉ名称識趨giにユｒＪ闇
□JPEGイメージ(jpgXJ I名称栄設蓋1座悪.鯉』闇
□PNGイメージ<pngXE） 尾添罵鍔:i賑~~~~一1繭
口WindoWsプロジェクタ(eXe>“ｉ名称未設定-1.ｅｘｅ ｌ繭

戸一口画ｎ国自画‐ｰロー－回輯一三も‐～.

□macintoshﾛジｪｸﾀ(､）Ｉ名称未設定-1隻hqx｝園

□QuickTime(､｡'〃｡ｉ名称未設定~1.,0Ｖｌ圏

｜デ”ﾙﾄの名前Fを使用’

バブﾘｯｼｭｌＩ－９Ｋ－Ｉｌ キャンセル

HTML,Flashタブは必要に応じて設定し,パブリッシュボタンを押します．

指定した保存先にFlashムービーファイル及びフラッシュムービーファイルの表示に必要なタグが付いたhtmlファ

イルが作成されます．

ＣｌＩここで作成したhtmlファイルは,「NetscapeComposer｣や｢Dreamweaver｣などで編集できます．
伽「FlashMX2004｣では,web用アニメーションやコンテンツなどの作成も可能です.詳しくは，「Flashヘルプ」
を参照してください

‐１７．



踊減i諭顧圃固露鰯圃鋤MIM膳

@ilscwwwサーバを利用した研究室のホームページ開設の手順につきましては,1sｃホームページ掲載の

｢研究室のホームページ作成｣をご覧ください

｜‐ＷＩ２Ｉ炉､Ｉ

ｉ
ｆ
；
ｆ
ｆ
ｌ

テープに記録Ｖ・編集した素材を
噌御?管野啓ヨ

画、
一

[エクスポート]ボタンからテープに出力を選択します，

DV

BackPar鱈ｌ

入力設室一

端編集した素材の書き出し

研究発表用のオリジナルビデオの完成です．

使用するアプリケーション:EDIUS

編集した素材(データ)はMiniDVやＶＨＳ等のテープに記録することができます．

ビデオデッキの電源を入れ,録画可能なＤＶテープを挿入します．

次の手順でリアルタイムビデオ編集アプリケーション｢EDIUS｣を開きます．

識ｽﾀーﾄ|→[すべてのプﾛグﾗﾑ]→[Canopus]→[EDIUS]→[EDlUSLE］

テープへ記録するＤＶ/AVI形式のファイルをビンウインドウに配置し,モニタウインドウの[PLR]ボタンを押し,ＤＶ

を選択します．

／i読唾璽畠圃固国

ボタンを押す‘

IIIHIql~~~▼

鐙ＥＤＩＵＳ

画完了時に[停止］

r騨蔭言 ｣▼Ｉ

一くこニニブーﾌｧｲﾙを開く..．

ﾝを押す.②[DV→]ボタンを押す.③テープ録画開

次に[RCD]ボタンをクリックし,エクスポート行うトラックを選択します．

舞美

①[VHS]ボタ

典

‐１８．

始時に｢録画]ボタンを押す.④録

ＦＤ皿Ｓ

ﾃｰ録画を開始します。
よろしいです帥？

『嚇塑・ＩiドWIMW柵…
土ｒ

[はい]を押して,録画を開始します.ファイル再生終了後,デッキは自動的に一時停止されます．

ＤＶテープへの出力時に,同時にＶＨＳテープに出力することも可能です.（VHSテープに直接出力することはで

きません.）ＶＨＳテープへ出力する場合は,ビデオデッキ側で次の操作を行ってください．

一一一-‐一一一一Ⅷ園ＶＡ１ 、､員重忌顧'w一
園ｖＡ２

鋤巳GAudi口１

鞠巳(Amio2

TTitIel
F



舞美

ここまで,ISCの装置を利用したビデオ編集の方法を簡略にご紹介してきました．

以上のような手順で,研究結果を発表するためのリッチメディアな素材が作成できます.何だか便利そうだな,と

思われた方は,ぜひ一度,ISC２階のユーザーズルームで映像の取り込み･編集に挑戦してみてください．

”今１－ｺ

「デジタルホーム｣｢eHOME｣などという言葉をよく見かけるようになりましたＰＣとデジタル家電を相互にネットワ

ークで接続し,家の中のどこからでも自由にコンテンツが楽しめる環境の事です．

デジタルカメラでの写真撮影,テレビ番組のハードディスクへの録画など,家庭でのデジタルメディアの利用も，

既に浸透しつつありますが，これから更に家電のデジタル化とネットワーク化が進めば,もっと手軽にどこからでも

映像の編集･活用･再生ができるようになり，もっと広く配信することも可能になるでしょう．

かつて,ネットワークに接続せず,ワープロやゲーム機として利用される事が主流だったＰＣが,世界中のネット

ワークに繋がり，重要なコミュニケーションツールになったのと同様に,場所や時間にとらわれず，自由に映像メデ

ィアを選択して楽しめる時代が,もうすぐやってくるのかもしれません．

様々な情報媒体が溢れるこの時代,もっとも効果的な方法で情報が配信できれば,きっと社会に広く情報をアピ

ールする力になってくれるはずです．

鍔
具

・１９．



鍵平成,5年度運用報告
蕊蕊蕊’灘≦”欝欝 為鯉

●電子メール利用状況

●ＩＳＣ館内入室状況

●プロキシサーバ利用状況

●端末接続作業

●演算クラスタ利用状況

－m総溌
0Q

6jbwm 蕊』



■電子メール利用状況

～寝屋川～

雪学術系ネットワーク経由メールゲートウェイ

月別メール転送量･件数

＜送受信最:｢MB1＞

2400

2200

2000

1800

1600

1400

1200

100０

８００

６００

４００

２００

０

ＩＦ

｝

一十Lﾛー|尋
ﾉN-Iu罫

計督H暑十-恩+鳥『付 l1IHl;IHF;;lHI↑
cFPP‘ｄＪｊｂｄ§ｓＰｄ,ＩｓＩｄｂＦＩｂ職ｄｂｉｐｄｓｉ〈、ｄも●･PS;、。,sj1′ｄ,sjも

＝送信容量一受信容量一也一送信件数→←受信件数’

蕊商用系ネットワーク経由メールゲートウエイ

月別メール転供量･件数

＜送受信量:[MB1＞

３０Ｃ

浬証０

瑠010

Ｕ△〆

I【010 …《=,評帝-Ｊ
1Ｈ０

Ｆ，

､弓

平弓成７５年度運汚燕告

＜件数＞

180000

160000

140000

120000

100000

80000

60000

40000

２００００

０

＜年．月＞

510

０
厘L製＋1ﾉ!熟典掛一億L億↓域息』

＜件数＞

22000

20000

18000

16000

14000

12000

10000

8000

6000

4000

2000

０

cfs)、ずぶｄｓｓｄｓｓ･ずぶずぶ識製織
＜年．月＞

一送信容量こ＝受信容量言缶送信件数一う←受信件数

※学術系ネットワーク経由メールゲートウェイで配送できなかった場合,商用系ネットワーク経由メールゲートウェイ

で配送します．

‐２３．
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1６００

■ISC館内入室状況

(※入室管理用端末故障のため,2002年11月１５日から2003年８月１９日までのデータなし）

2003年度の入室件数

＜単位:人＞

1８００

１６００

１４００

１２００

１０００

８００

６００

４００

２００

０

過去5年間の入室件数推移

Ｌ皿ｕｕ！|,‘肌Ⅲ111111111111’Ｉ

■

?４００

■■■ ．’．｜■層 ｜，｜■．’■」■

sjj。dijs，〈ず．〈9>:、。,>(I′〈３sj、６３．１′試

匝F~面詞
＜年‘月＞

4０，

＜単位:人＞

必81010

』ﾜ厘成/５年度産ﾝ5霧豚舎

i0

理01010

－２５‐

lp2F百百Ｆ

1闇1010

＜年．月＞
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■■ｌｈｌ塵

2003年度の実入館者数
(※同一日に同一人物が複数回入室した場合を1人としてカウントした数値）
＜単位:人＞

ｉ８ｎＯ

》
響
遡

Ⅶ、

別910

５０Ｃ

４０［

削OIO

斑OIO

ＬＬ

1００

０

＜年．月＞

雫威巧年度運用報告

･２６．

１
Ｊ
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情

』種成７５年度運湧穀苦

＜入室件数利用者分類(2F)＞

大学院博
１３F

＜大学院博士課程内訳＞

総合電子

工学専攻(D）
政１０％報工学専攻

制御機械
工学専攻(Ｍ）
３０％

総合電子

＜学部生内訳＞

光システム

Z酬 1Ｗ

-２７．



その他
５３％

＜ISC入室件数利用者分類(3F)＞

＜博士課程内訳＞

士課程

総合電子工学専攻
（D）

I

ｑ
愚聴購＝ー》

平成巧隼魔i動報告

-２８．

情報工

合電子工学専攻
（Ｍ）
６３％

(Ｍ）

22％



■商用系ネットワーク経由プロキシサーバ1，２

■プロキシサーバ利用状況

～寝屋川～

寝屋川学舎では,プロキシサーバを2台設置し,負荷分散をはかっています．

■学術系ネットワーク経由プロキシサーバ１，２

転送サイズ
＜単位:ＧＢ＞

２

ン
旧
９
８
７
６
５
４
３
２

ＢＧ位単く

乎域ﾉ５年璽運房藩告

転送サイズ

８
６
４
２

１
１
１
１

2９

＜年．月＞
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0８

～四篠畷～
■プロキシサーバ

転送サイズ
＜単位:ＧＢ＞

２

1.8

1.6

1.4

1.2

ぷぷ６３s・ぶ

平成/５年度運濡報告

６
４
２
０

０
０
０
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；

■端末接続作業

学部別接続作業台数

＜台数＞

６００

グ

／

／ 国

51018

是

／
４０Ｃ

星
虫
篭
唇
房
窓
貼
・
“
“
四

／
$1010 ＃

／
図OIO 好

診
診
拶
必
酔
侮

R７

／ ／β
4４1ｍ

ノ

｜
／

…
，／

平成巧年震運窮薮告

2

工学科
7-6％

０

工学部第１部総合情報学部工学部第２部短期大学部

<工学部第２部内訳＞

科

＜学部＞

<工学

工字科
１７－２％

■

デジタルゲーム

メデイア情報学科

７５－９qｆ

＞

機械

.196

‐３１．

電子工学科

2４

５５７

／‐雲亨脅’

3１１

／，雲錘鋪羅ｊＩ

ｌｌｉ，§



平成/５年度運用報告

■演算クラスタ利用状況(キュー別）

※ISCの演算クラスタシステムは2002年１月より運用を開始しました．

※現在ISCの演算クラスタシステムには,次のような複数のキューを定義し,プログラムの実行時間や使用ライブラリ,対話

操作(キー入力等)の有無に応じて,投入するキューをユーザに使い分けて頂いています．

キュー名 ジョブ実行ホスト 対話ジｮプ実行 RUN時間制限 ＣＰＵ時間制限 用途

short 計算サーバ 可 6時間 短時間ジョブの実行

ｍｉｄ 計算サーバ 不可 1週間

long 計算サーバ 不可 長時間ジョブの実行

inter 全ログインサーバ 可 2時間 対話ジョブの実行

Uv1SL 叩SL用ログイン 可 nVlSLを使ったプログラムの

サーバ コンパイル

SSL２ SSL-Ⅱ用ログイン 可 SSL＝Ⅱを使ったプログラム

サーバ のコンパイル

菌（キュー名:long）

<件数＞

８０

７５

７０

６５

６０

５５

５０

４５

４０

３５

３０

２５

２０

１５

１０

５

０

445

Ｉ
ロ

Ｉ
ロ

■

111
ﾛ叩叩'百ｈⅡ

r､１

L』 ４４６９

CPU時間別ジョブ件数(longキュー）

一品ロー『庁、“丁ＪＪ

ふ此Ｐs§津ohS甥fSgh§現eSSftSRdRf§》SP6dR9SS%SIS)､錨SRN2c§BSBSBjSlBSBSRS＄ ﾘﾐ撫榔粥s職§鯛§戦Sjiさsi脚iii蝿ｆ

<時間:[h]＞
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● 会議／説明会等の報告

●平成１５年度運営委員会の報告

●平成１５年度ＩＳＣ利用説明会

●新任職員ネットワーク利用説明会

●ｌＳＣの発行物

●テクニカルレポート

●それゆけ！｜ＳＣ

●新規発行マニュアル一覧
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平成/５年麓活動瀞告

■会議／説明会等の報告

【平成１５年度運営委員会の報告】

●第１回ISC運営委員会

【日時】５月７日(水)16:３０

【場所】ISC研究開発室（M207号室）

【議題】

運営委員会に先立って，センター長より，本年度からISC事務室に岩崎友見，小谷共矢の2名が配属されたと

の報告がなされた．また，新たに運営委員に任命されたデジタルゲーム学科の横山宏講師の紹介がなされた．

１．学内ネットワーク運用に関する内規等変更

事務室長より資料に基づき説明がなされた．事前配布した資料に一部変更を加えたため，本日訂正版を配布

させていただいた．内容的な変更はなく，表現の不明瞭な点の明示化を行ったのみである．

委員より，学内ネットワークの運用に関する基本ポリシーを明記すべきとの意見が出されたが，内規の範鴫

から外れるとの意見があり，内規とは別に議論することとなった．また事務局長より，体裁を法務関連部署と

相談の上修正するの発言があり，最終案を再度運営委員会に報告することとなった．

委員より，WWWコンテンツの責任範囲について質問があった．これに対して計算サービス室長より，基本的に

コンテンツ責任者が全責任を負うこととなるが，プロバイダ責任法に準じ，緊急対処が必要な場合の最終的な

削除権限等はISCも持つとの回答がなされた．

２．商用系接続の増速について

計算サービス室長より資料に基づき報告がなされた．４月30日に商用系回線のディジタル専用線4.5Mbpsから

広域イーサネット回線１０Mbpsへの切り替えを実施した．

委員より，資料中のグラフの見方について質問があった．これに対して計算サービス室長より，グラフは一

日あたりの平均通信量を集計している．旧回線時は平均3Mbps/sとなっているが,夜間が含まれていることから

日中はおそらく契約帯域一杯まで消費していると考えられるとの回答がなされた．また事務室長より，アップ

ロードと比較してダウンロードが非常に多い点について,おそらくWebアクセスによる画像データ等のダウンロ

ードが多いと思われるとの回答がなされた．

事務室長より補足として，回線変更直後の実測ではftpによるダウンロードにおいて，約9Mbit/s程度の速度

となったとの報告がなされた．

３．URLフィルタ運用開始について

計算サービス室長より資料に基づき報告がなされた.従来利用していたWebフィルタリングサービスが廃止さ

れ後継サービスが提供されることとなったため，新サービスへの移行手続きを行った．

計算サービス室長より，「プロキシ・キャッシュ」カテゴリをテスト期間を設け遮断したいとの提案が出され

議論がなされた結果,試験的に５月末まで同カテゴリを遮断設定し,問題等が発生した場合は事務室まで申し出

ていただくこととなった．

４．平成15年度予算配布について

事務室長より資料に基づき報告がなされた．昨年末の運営委員会で申請状況を報告したが，経費節減の折，

消耗品，印刷費および雑費が大きく減額配布となった．

－３７．



平成/５年度活鋤報告

５．各学科メーリングリストのメンバ確認について

事務室長より資料に基づき説明がなされた．所属を異動した教員の旧所属学科肌からの削除希望があれば申

し出ていただきたい．また，配送先のメールアドレスについてはＩＳＣ事務室で配布している「教職員メールアド

レスー覧」に掲載するので，他の学内アドレスへ変更したい場合は申し出ていただきたい

委員より，ＩＳＣ事務室にて配布している「教職員メールアドレスー覧」を学内に公開してはどうかとの意見が

あり議論がなされた結果，事務室長より今回のメンバ確認結果を反映したものを冊子として全教職員に配布す

るとともに，今後は毎年度配布するとの回答がなされた．

６．演算クラスタの統計について

事務室長より資料に基づき報告がなされた.1,2月のジョブ件数が非常に多いが，これは卒業研究発表の準備

のためと考えられる．また,6,7月もジョブ件数がやや多くなっており，これは学会発表の準備のためと考えら

れる．

委員より，プログラムのコンパイルにもLSFを使用したほうがよいとアナウンスされているが，その場合に

interとshortキューの使い分けが難しいとの質問があった．これに対して計算サービス室長より，interキュー

は主にデバッグ用として，ログインサーバ上でジョブを実行したい場合に使用していただきたいとの回答がな

された．

７．四篠畷寝屋川間の回線増速について

事務室長より，学舎間接続回線の増速について説明がなされた．昨年末の運営委員会で承認されたことを受

けて，複数キャリアの広域イーサネットサービスを比較した結果，費用面からNTTのワイドLANプラスサービス

が妥当と判断し申込準備を進めている．従来は長期契約を結び割引適用を受けていたが，通信インフラ状況の

変化をにらみ，今回は長期契約はしない実施時期は夏季停電前後を予定しているが，技術面でいくつか懸念

事項があるため，実切り替え以前に回線開通し，運用テストを実施する予定である．

委員より，回線変更後は四牒畷学舎に学外公開用wwwサーバの設置が可能になるのかとの質問があった．これ

に対して事務室長より，可能となる予定であるとの回答がなされた．

８．現行システムのリース期限等について

事務室長より資料に基づき説明がなされた．現行ISCシステムの機器リース期間が残り1年余であり，新規機

器導入やリース継続等を決定する時期が近づいている．次年度予算申請までにシステム案を各種委員会に諮る

ためには，１０月下旬までに運営委員会にて第一次案を決定する必要がある．

計算サービス室長より，前回のシステム更新時すなわち現行システムの立案時には時間的な制約もあったた

め，事務室から教職員対象のアンケートをとり，その結果を基にプランを作成して運営委員会に諮る形をとっ

たが，今回は希望をとる手段も含め検討したいとの提案がなされた．

委員より四峰畷学舎の設備を充実させて欲しいとの要望が出された他，いくつ力要望が出されたが，事務室

長より各学科の意見を運営委員の先生方を通じて集めていただく一方,全研究室についてアンケートを実施し，

それらを受けて議論を進めていきたいとの提案がなされた．アンケートの内容については事務室にて草案を作

成して運営委員に報告し，調整後配布して，６月９日(月)までを期限として意見を募ることとなった．

委員より，資料にあるUTP網の施工不良箇所について，具体的にどこかとの質問があった．これに対して計算

サービス室長より，Ａ号館のネットワーク機器ラック内のパッチ配線が特に厳しいとの回答がなされた．

･３８．
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●第２回ISC運営委員会

【日時】６月27日(金)17:１５

【場所】ISC研究開発室（M207号室）

【議題】

１．学内ネットワーク運用に関する内規等変更(審議事.動

事務室長より資料に基づき説明がなされた.ｗｗサービス運用に関する内規案については,事前配布資料から

一部変更を加えたため，本日訂正版を配布させていただいた．前回の運営委員会において配布した案から，法

務関連部署と相談し体裁の修正を行った．（承認）

２．次期システムの検討について

事務室長より，新システム構築に関するアンケートの集計結果について，資料に基づき報告がなされた．

計算サービス室長より，Webメール利用に関する要望が高まっていることから，フリーソフトウェアのWebメ

ールシステムの運用テストをISC内で行っているとの報告がなされた.可能であればシステム更新を待たずに実

運用を開始したい．ただし，現行システムはWebメール利用を前提としておらず,ユーザ数の増加に対する速度

低下等の問題があり，次期システムではその辺りを考慮する必要がある．

委員より，ＥCIPのシステムへインターネット経由でアクセス可能にして欲しいとの要望が出された．学内ネ

ットワークとインターネットとの接続はISCから行っており，ISCは卒研生以上でなければ利用できないことか

ら，低年次の学生が学外からECIPシステムを利用するためにはダイヤルアップ接続しか方法がなく，コンシュ

ーマ向けの広帯域回線が安価に提供されている昨今，何らかの方法でインターネット経由でECIPシステムを利

用できる形態にして欲しいこれに対して計算サービス室長より，ＥCIP側と相談してみないとわからないが，

技術的にはVPNシステム導入や，ISCとECIPシステムとのアカウント管理統合等の方法があり，いずれにしても

ECIPと連携して検討していきたいとの回答がなされた．

生田委員より，部署内ネットワークへのプライベートIPアドレスの使用に関する要望について，当日配布の

資料と共に説明がなされた．これに対して計算サービス室長より，ブロードバンドルータとプライベートIPア

ドレスを使用すれば直ちに安全性を確保しつつ柔軟な設定・接続を行えるということにはならない，現行のグ

ローバルIPアドレスかつ申請ベースの運用を継続しつつ，接続サービスの実施を柔軟にする形を検討したいと

の回答がなされた．

センター長より，今後次期システム構築にあたってWGを設置し議論していきたいとの提案がなされた．ＷＧの

メンバとして次の教員が指名され承認された．

水本センター長，河合利計算サービス室長，前山，生田，新川，北嶋，西川

３．その他

事務室長より，６月26日(木)朝に発生した学内ネットワークの通信障害について報告がなされた．Ｗ号館スイ

ッチのハードウエア不調により基幹スイッチとの間で通信ループが発生し，２６日8時から１０時までの約2時間，

学内ネットワーク全体の通信が不安定となった．ご迷惑をおかけして申し訳ない．Ｗ号館スイッチは24日（火）

夕方に一度故障し交換しており，交換後の機器に再度ハードウェア故障が発生し今回の事態を招いた．現在は

対策措置を講じて運用しており，後日再交換する予定である．

－３９‐
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●第３回ISC運営委員会

【日時】１１月５日(水)16:３０

【場所】ISC研究開発室（M207号室）

【議題】

１．次期システムについて

センター長よりISC-WGでの議論と提案について，次のとおり要点説明がなされた．

・性能の陳腐化の激しい機器を置き換える一方，継続利用可能な機器は再リースし，導入および運用費用に

ついては，現行システムの95%以内を目標とする．

・Webメールシステムを本格導入する．

.ECIPと協力し，入学から卒業まで利用可能な統一的なメールアドレスを学生に提供できるシステムを構築

する．

．取りまとめ会社としてIIJにお願いする．システム設計および運用を委託する．

・サーバスペック等詳細については，今後も引き続きISC-WCの先生方にご協力いただき，詰めていくことと

したい．

引き続き，計算サービス室長より資料に基づき詳細説明あり．

委員より，取りまとめをIIJに決定した経緯について質問があった．これに対して計算サービス室長より次の

回答がなされた.ISC-WCでの議論と現行システムを提示し,IIJ,JIP,ProStorageの3社にシステム提案を求め，

この3社からの提案内容を検討した結果，システム設計から運用までを技術的に委託可能と思われるIIJを選定

した．

委員より，高宮実験棟への光ケーブル敷設の現状について質問があった．これに対して事務室長より，施設

部と相談したところ新実験センター建築の一環として施設部側で検討したいとの話があり,ISC次期システムに

は含めないこととなったとの回答がなされた．

ISC-WGの決定どおりIIJを取りまとめ会社とし,資料にあるシステム案を煮詰めた上で,情報処理委員会に諮

ることが了承された．

２．Webメールについて

センター長より資料に基づきWebメールの試験i里用結果が報告された.委員より各学科からの意見として次の

報告がなされた．使いやすく継続利用したい，学生への利用拡大を望む，日本語環境の整っていない海外の端

末では文字化けが発生するので何らかの対策が必要である，添付ファイルのサイズ制限2畑を拡大して欲しい

事務室長より，好評であるので教職員限定という形態のままで次期システム稼動まで試験運用を継続したい

との発言があり承認された．ただし，正式サービスとして提供するシステムに対して現システムからのデータ

移行等が可能かどうかがわからないので，あくまで簡易的な利用にとどめていただきたい．

３．その他

・ISC管理の洋雑誌について

センター長よりISC管理の洋雑誌について，これまでの経緯説明あり．また，委員の先生方からのご意見を参

考に，学長等と話をして結論をだしていき，その結果アンケート等を行う可能性もあるので，その際はご協力

をお願いしたいとの発言あり．

・マルチメディアＰＣへのソフトウェアインストールについて

委員より,ECIPでサイトライセンスを取得しているMathematicaをISC2階のマルチメディアPCにインストール

して欲しいとの要望あり．これに対して事務室長より，早急に対応させていただくとの回答がなされた．

‐４０．
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・次年度予算について

事務室長より，次年度予算について発言あり．今回承認された次期システム等について盛り込んだものを作

成する．また，その他の項目については，基本的に例年どおりとする．

●第４回ISC運営委員会

【日時】１１月19日(水)16:２０

【場所】ISC研究開発室（M207号室）

【議題】

１．ISC洋雑誌の取り扱いについて

１１月１４日教授会での承認事項に基づき，ISC管理の洋雑誌の取り扱いについて議論がなされた結果,全教員に

対して次の通りアンケートを実施し，選定を行うこととなった．

・基本的に最近行われた図書館のアンケート方式に準じる．価格を含めた洋雑誌一覧表を配布し，購入を希

望する雑誌を選定してもらい，順位づけして点数を付与してもらう形とする．

・回答期間は－週間とし，期限を過ぎた回答は無効とする．

・一覧表にない雑誌はアンケートの対象としない．

・現行予算枠のおよそl/2の範囲で，合計点数の高い雑誌から順に購入対象とする．

・同点等，調整の必要が生じた場合はセンター長がそれを行う．

局長より，早急にアンケートを実施し集計すれば，今年度発注および来年度予算策定に反映できるのではな

いかとの発言あり．これを受けて事務室長より，週明けには配布したい，今週中に案内文書を作成して委員の

先生方にメール等でお送りするので，確認をお願いしたいとの回答あり．

２．その他

・NetNews記事の学外配送について

計算サービス室長より次の提案あり．これまで記事配送を受けていた大阪大学が本年６月に配送サービスを廃

止した．このためSINETから配送を受ける準備をすすめてきたが，SINET側の事情により記事配送を受けられな

い状態が現在まで続いている．学内からの苦情も特になく，利用者が非常に少ない状況であることから，学外

との記事配送を廃止したい

審議の結果，特に異論もなく承認された．

・マルチメディアPCへのMathematica導入について

事務室長より次の報告あり．前回の運営委員会において要望のあったISC2階マルチメディアPC4台への

Mathematica導入が完了した．学内への広報等はこれから実施する予定である．

・ISC次期システムについて

委員よりISC-1Cにおいて詳細検討中の次期システムについて，事務室長よりISC-WGメーリングリストに投稿

された電子メール中のサーバ用CPUのスペック表現について質問あり．これに対して計算サービス室長より，演

算サーバの現行モデル搭載「最速」CPUとはXeon3.06GHzであるとの説明あり．関連して，ネットワーク系サー

バは価格を抑えるために一段階性能を下げた2.8GHzCPU搭載モデルを候補としているとの説明あり．

･４１．
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●第５回ISC運営委員会

【日時】２月６日(金)12:００

【場所】ISC研究開発室（M207号室）

【議題】

１．次期システムについて

事務室長より，情報処理委員会に提出した資料について，説明がなされた．

委員より,P学科用機器がシステム構成に含まれているのは何故かとの質問あり.これに対して事務局長より，

情報コンセント教室関連機器の保守契約費用をISC予算に含めている都合であるとの回答あり．

委員より，Webコンテンツのウィルスチェックを行う予定があるかどうか，ウィルス対策ソフトウェアをクラ

イアントＰＣに導入するかどうかの判断材料として教えていただきたいとの質問あり．これに対して計算サービ

ス室長より，専用サーバを設置する必要もありコスト的な面から現在は考えていないまた，電子メールのス

キャンについても学外→学内へのチェックを前提にしており，学内のやりとりはチェックされないいずれに

してもクライアントＰＣへのウイルス対策ソフトウェア導入は必要と考えるとの回答あり．

２．ISC洋雑誌について

事務室長より資料に基づき報告あり．前回の運営委員会の決定通りISCから全教員にアンケートを実施して

順位付けを行い網掛け部分を購入対象と決定した．また，事務局実施のアンケートにおいて※を購入対象と

決定した．ここで，2004年度価格の欄が「図書館購入予定」はISCアンケートの結果に関わらず図書館で購入す

るもの，「2004年発行未定」は発行されるかどうかが不明確なものである．◆はW学科で購入して１０号館の図書

スペースに配架されるものである．配架場所は「図書館購入予定」は図書館，それらを除いた網掛け部分と※

とがISCとなる予定である．

委員より,バイオメディカル系の一部雑誌を四係畷学舎に配架できるよう配慮いただけないかとの要望あり．

また，購入した洋雑誌はISC管理となるのかとの質問あり．これに対して事務局長より，どちらも各方面の調整

が必要となるので，事務局の検討事項とさせていただきたいとの回答あり．

３．大判プリンタ運用について

事務室長より資料に基づき説明あり．ISC2階に大判プリンタを追加設置し，現在は仮運用として課金なしで

提供している．課金額を決定するにあたり，メーカホームページのデータを基に運用コストを算出した．様々

なサイズ，種類の用紙に対応しているが，サイズをAl，種類をプレミアムマット紙固定として，他の館内プリ

ンタ同様に課金額を単一に設定したいと考えている．

センター長より，用紙サイズに関係なく1枚あたり１００円を課金することとしたいとの提案があり，承認され

た．

委員より，運用開始時期について質問あり．これに対して事務室長より，課金計算を月末締めとしているの

で，３月１日より正式運用とし課金を開始するとの回答あり．

委員より，枚数ベースで計算するのであれば，Ａｌを超えるような長い出力の場合にどう計算するのかとの質

問あり．これに対して事務室長より，あくまで出力枚数で課金する，また用紙持参の場合は課金なしとしたい

との提案があり，承認された．ただし，用紙持参の場合は交換作業が必要になるため，事務室まで連絡をいた

だき対応するとの発言あり．

４．平成16年度予算について

事務室長より資料に基づき説明がなされた．予算申請以降の大きな変更として，対四候畷学舎，高宮校地回

線を，ワイドLANプラスからダークファイバ借用へ変更することとなった．

・４２．
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委員より，対SINETの高速ディジタル回線を変更し増速する等の計画はないのかとの質問あり．これに対して

事務室長より，SINET側にルータを設置し広域イーサネット接続へ変更することを検討している.接続先である

大阪大学との距離が比較的遠いこともあり，費用面から１０M程度を考えている．次期システムへの更新作業が落

ち着いてから実施したいと考えているとの回答あり．

委員より，校舎建て直し等は考慮されているのかとの質問あり．これに対して事務室長より，ISCとしてはあ

えて考慮はしていない．理由として，建物内の配線等は，施設部側の全体工事費の中で考えてもらえる方向に

なってきているので，ISCとしては建物の接続までを考慮しているとの回答あり．

委員より，情報コンセントエ事の頻度について質問あり．これに対して事務室長より，教室情報コンセント

の修理が主であり，その他，研究室情報コンセント破損時の修理等がほとんどであるとの回答あり．

５．SoftEtherについて

計算サービス室長より，教授会で質問のあったSoftEtherというソフトウェアの取り扱いについて,資料に基

づき説明がなされた．元々はVPN用として開発されたソフトウェアであるが,組織内外をセキュリティを無視し

て仮想的に直結できるため，使い方によっては非常に危険なソフトウェアと言える．しかも，検知が極めて困

難であり，管理者側から禁止することは，現状では難しい．学外の人間が学内へ自由にアクセスできるわけで

はないが，学内の人間が安易に設定すると学内全てが危険にさらされるため，利用者に呼びかけて利用禁止と

するのが妥当と考える．

委員より，セキュリティ上危険である一方，共同研究先マシンを遠隔利用可能である等便利な面もあり，将

来的に同様の手法で安全なシステムが実現された場合には利用したいとの意見あり.また,技術的にはIScのvPN

サービスと類似しているのではとの意見あり．これに対して計算サービス室長より，研究上必要なのであれば

事務室まで相談をいただきたい，VPNにも同様に危険なところがあるが，それ以上に危険であるとの回答あり．

また事務室長より，VPNサービスの利用にあたってはISCへの申し込みが必要であり利用者を把握できる．

SoftEtherについては，学内においてよくわからないまま安易に利用されてしまうのを防ぎたいとの回答あり．

以上の議論を受けてセンター長より,SoftEther及ひ類似のソフトウェアの学内ネットワークにおける利用を

禁止したいとの提案があり，承認された．

６．その他

・プリンタのメンテナンスについて

事務室長より資料に基づき報告あり．卒業研究の活発化による大量利用に備えて，館内プリンタについて臨

時にメーカ保守を実施した．ただし，モノクロレーザプリンタはメーカより予防保守はできないとの回答があ

り，実施していないがご了承いただきたい．

・１０号館ネットワーク機器について

事務室長より次の報告あり．Ｗ学科１０号館ネットワーク機器の予算処理について,初年度は法人事務局予算で

あるが,来年度以降は大学事務局予算となるのに伴い,大学事務局よりISC予算に含めて処理することが可能か

どうか相談があった．基本的に差し支えないと考えており，詳細が決まり次第改めて報告する．

・機械創成工学演習作品発表会のストリーミング配信について

事務室長より次の報告あり.J学科の機械創成工学演習の発表会の模様をインターネット配信することになり，

ECIPのマルチメディア機器を使って配信準備が-ｳ言#-められている.ISCとしては体育館等のネットワーク設定切

り替えを行いサポートする予定である．

・教室の情報コンセントについて

委員より，授業のなかで学生にWWWホームページを見せるために,年間l～２回教室設置の情報コンセントを利

用しているが，毎年PCの設定を設定してもらう等の手間がかかるので，接続時にパスワード認証するなど簡易

・４３．
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に利用できるシステムにならないかとの要望あり．

これに対して計算サービス室長より,ISCとしても以前より利便性の高いシステムにできないかどうか検討を

重ねているが，今のところなかなか良い形のものがない．今後も引き続き検討していきたいとの回答がなされ

た．

【平成１５年度ISC利用説明会】

ISC利用資格のある本学の学生を対象に，

しました．

ISCの設備と学内ネットワークの利用・マナーに関する説明会を実施

【日程】４月２１日（月），４月２２日（火），４月２３日（水），４月２４日（木），４月２５日（金）

【場所】Ｃ206．E352教室

【新任職員ネットワーク利用説明会】

平成１５年度新任職員の方を対象に，ネットワークの利用・マナーに関する説明会を実施しました．

【日程】４月１４日（月）

【場所】ISC研究開発室（M207号室）

‐４４．
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■ISCの発行物

【テクニカルレポート】

平成15年度は下記の内容でテクニカルレポートを発行しました．

受付番号 ＩＳＣ2003.01 表題 ニューロ回帰モデル、リサンプリング、そして診断

著者 辻谷将明，青木雅彦

概要

－１－口回帰モデル、リサンプリング、そして診断
一

辻谷将明↑ 青木雅彦↑↑

NeumlRegI1essionModel,Resampling,andDiagnostics

Ｍ３銅到kjTSUJITANIヤandMasahikoAOKIヤ十

あらまし本稿では,教師あり学習(SupervisedLearning)としてのロジスティック回帰モデルを階層

型ニューラルネットワークとの相互補完的な範鴫で捕らえる．具体的には，ニューロン間のリンク荷重

(ConnectionWeight)を未知パラメータとみなし，尤度原理による統計的推測を行う．更に、ブートス

トラッピングやクロスバリデーションなどのリサンプリング法を援用し、隠れ(層の)ユニット数の決定、

モデルに不適合な影響観測値の検出、およびモデル適合の改善を試みる．

キーワード階層型ニューラルネットワーク，ブートストラッピング、クロスバリデーション、逸脱

度、影響分析

ナ
大阪電気通信大学総合情報学部，寝l屋川市

FacultyoflnibrmationScience＆Arts,OsakaElectro･CommunicationUniversity；

１８．８Hatsu･cho,Neyagawa･shi,572.0833Japan
↑↑ 明治製菓臨床統計部，

PharmaceuticalDivisionMeijiSeikaKaisha,Iﾉ、,SolidSquare,West'Ibwer4E

580Horikawa･Ｋｕ,Kawasaki,２１２．００１３Japan

・４５．
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受付番号 1SＣ2003.02 表題
Multiple･groupneuraldiscriminantmodelａｎｄ

bootstrapping

著者 Masaaki'msujitani

概要

Multiple-groupneuraldiscriminantmodelandbootstrappmg
●

MasaakimsUjitani☆

鰯αZﾉﾋyOfﾉ?]１６ｍ】a"ｍＳｂﾉｾ"”＆AIγaQSaAa必CZm･CbmmUmba"iQ〃【肋.W1gZ翻なＯＳぞIAa,cﾉZ4E4ﾉＶ

Abgtract

lnthepresentalticle,themleofbootstrappmgisexaminedfbrnonlineardiscriminantanalysiｓ

ｕｓｍｇａｆｂｅｄ･fbrwardneuralnetworkmodelfbrdataofmutuauyexclusivegroupsandasetof

predictorvariables(whichisre企rredtoasa〃]【JﾉZ叩Ｄノヒ漢りゅ〃euI没ﾉamsα血"、a"rmo〔１９j､Statistical

techniquesarefbrmulatedmtermsoftheprincipleoflikelihoodoftheneuralnetworkmodel,in

whjchtheconnectionweightsofthenetworka1℃treatedasunknownparameteIも.Wedemonstrate

hereinthatthecriterionbasedonbootstrappingisfavorablewhenselectingtheoptimumnumber

ofhjddenunits,the1℃byconsideringtheneuralnetworktobeanapproximationofanunderlying

model・Nostandardpmceduresexistbywhichtoassesstheoverallgoodness･ofhtoftheneural

discriminantmodeLBymtroducmgthemaximumlikelihoodprinciple,thedevianceallowsusto

testthegoodness･ofhtofthemodel,Sincenoadequatedistributiontheolyexistsfbrthedeviance，

weprovidebootstrappmgonthenulldistributionofthedeviancefbrtheneuraldiscrimmantmodel

havingtheoptimumnumberofhjddenunitswithaspecihedsign過cancelevel､Wethenpmvidethe

estimatorsofthebiasofexcesserrorfbrthemodel・Inaddition,weexaminethediscrimmation

resulｔｓｏｆｔｈｅＺ己srsamplefbrtheneuralnetworkbuiｌｔｂｙＺｒ識"皿gsamplethroughthyroiddisease

database．

駐IywnmIg.､Feeed･fbrwardneuralnetworkmodel;Bootstrapping;DevianceErrorrateestimation；

Overhtting

*Ｅｍａｊｉ/adb61ess.､tUjitani@isc・osakac.ac,jｐ

･４６．
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受付番号 1SＣ2003.03 表題
カラーカメラを用いた油彩画の表面特性推定と画像生成

への応用

著者 田中法博，駒田隆之，富永昌治

概要

カラーカメラを用いた油彩画の表面特性推定と画像生成への応用

田中法博駒田隆之富永昌治

{norihirQkomada､shQji}＠tmlahosakac・acjp

大阪電気通信大学総合情報学部

EstimationofSurfacePropertyofOilpaintingsbyUsingColorCamera

andltsApplicationtolmageRendering

NorihiroTanaka、TakayukiKomadaandShQiiTominaga

DepartmentofEngineeringlnfbrmatics､OsakaElectro-Communicatio、University

あらまし

汎用カラーデジタルカメラを用いて分光反射率に基づいた油彩画の記録を行い，それをコンピュータ

グラフィックスで画像再現する手法を提案する．また油彩画表面の質感は，絵具の盛り上がりによる凹

凸や光沢が質感に大きな影響を受けるが，これらは３次元反射モデルを用いて記録・再現する．油彩画

は照明方向を変えて複数枚計測し，油彩画の（１）分光反射率（２）表面形状，（３）反射モデルパラ

メータ（表面粗さ，鏡面反射の強さ）を推定する．油彩画表面の分光反射率の推定精度は，分光放射輝

度計の計測結果と比較して調べる．表面形状の推定精度はレーザ顕微鏡による直接計測法との比較で検

証する.最後に,実際の油彩画についてリアルな画像を生成して視覚的に提案手法の妥当性を確認する．

－４７．
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受付番号 ISC2003.04 表題 多水準構造データへの線形混合モデルの適用

著者 森脇俊文，猪原正守，山来寧志

概要

多水準構造データへの線形混合モデルの適用

森脇俊文，猪原正守，山来寧志

大阪電気通信大学大学院工学研究科・情報工学専攻

多水準の構造をもったデータの解析は，統計的品質管理の分野において工程解析における分散成分の推

定との関係で用いられることがある．Goldstein(1979)は,分散成分モデルの拡張モデルである線形混合

モデルを多水準構造データへ適用する方法を提案し，一般化最小２乗法のための推定アルゴリズムを提

案した．ここでは，統計的品質管理の分野にGoldstein(1979)の提案した線形混合モデルを適用するた

め，一般化最小２乗法によるパラメータ推定アルゴリズムを提案する．そのアルゴリズムは，

Goldstein(1986)が提案したGauss･Newton法によるアルゴリズムに比べ収束の速さに関して劣るが，

反復アルゴリズムは簡単な行列計算のみを用いるため汎用データ処理ソフトにおいて適用可能なもの

である．また，提案する推定アルゴリズムが有効に機能することを人工的な数値例によって明らかにす

る．

－４８‐



平成/５年度活動報告

【それゆけ！｜SC】

ISCスタッフが入手した新鮮で役立つ情報を「それゆけ

記の４号を発行しました．

ISC」で随時お知らせしています．平成１５年度は下

１．００２５号１０月３日

Microsoftを編るウィルスメールにご注意1

2.0026号１月２０日

Windowsユーザ必見１Bagleウィルスにご注意1

3.0027号１月２８日

新種ウィルス情報MydooInウィルスにご注意１

４．００２８号３月３０日

緊急！全世界で感染拡大中1Netskyウイルスにご注意！

【新規発行マニュアル一覧】

〔館内設置〕

●ＰＸ-7000利用方法

●ＰＸ-7000印刷見本

●ＰＸ-7000印刷見本について

〔事務室配布/ホームページ掲載〕

●ＩＳＣ館内のプリンタの便利な利用方法

●パスワードの取り扱いに関するご注意

●Ｗｅｂメール利用手順書（暫定版）

･４９．
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●情報科学センター規則

●情報科学センター運営委員会規則

●｜ＳＣで閲覧できる専門書籍

●その他
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寛容

■情報科学センター規則

昭和55年２月１日制定

最近改正平成６年４月１日

第1条この規則は､大阪電気通信大学学則(以下｢学則｣という)第45条第５項の規定に基づき､情報科学センタ

ー(以下｢ISC｣という｡)の組織等に関し､必要な事項を定めるものとする。

第2条学則第45条第１項に掲げる業務を行うため､本ISCに次の室を置く。

（１）計算サービス室

（２）研究開発室

（３）事務室

２計算サービス室は､学則第45条第１項第１号および第３号の業務のほか､同第４項に定める連絡所の業務を

行うものとする。

３研究開発室は､学則第45条第１項第２号の業務を行うものとする。

４事務室は､ISCに事務に関する業務を行うものとする。

第3条削除

第4条ＩＳＣの運営に関する重要事項について､センター長の諮問に応ずるため､ISCに情報科学センター運営委

員会をおく。

２運営委員会に必要な事項は別に定める。

第5条第２条第１項の各室にはそれぞれの長をおく。

２計算サービス室長および研究開発室長には本学教授または助教授をもって充てる。

３事務室長は技術職員または事務職員をもって充てる。

第6条ＩＳＣの利用は､次の各号に掲げる場合に限るものとする。

（１）本学の教員の研究のために利用する場合

（２）本学における教育のために利用する場合

（３）本学内の事務処理のために利用する場合

（４）その他､学長が必要と認めた場合

第7条ＩＳＣは､前条各号の利用に対し､利用負担金を徴収することができる。

第8条その他ISCの利用に関し必要な事項は､センター長が定める。

附則

附則

附則

附則

この規程は､昭和55年２月１日から施行する。

この規程は､昭和60年４月１日から施行する。

この規則は､平成４年４月１日から施行する。

この規則は､平成６年４月１日から施行する。

・５３．
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■情報科学センター運営委員会規則

昭和55年２月１日制定

最近改正平成７年５月２７日

この規則は､情報科学センター規則第４条第２項の規定に基づき､情報科学センター運営委員会に関し第1条この規則は､情報科学センター規則第４条第２項の規定に基づき､情報科学センター運営委員会

必要な事項を定めるものとする。

第2条運営委員会は､次の各号の委員で組織する。

（１）各室の室長

（２）本学教員のうちから学長が任命した者若干名

（３）その他､学長が任命した者若干名

２前項第１号以外の委員の任期は､２年とする｡ただし､再任を妨げない。

第3条運営委員会は､センター長が招集して議長となる。

２センター長に事故のあるときは､あらかじめ指名された委員がセンター長の職務を代行する。

第4条運営委員会は､委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。

第5条運営委員会は､必要に応じ委員以外の者の出席を求めて意見を聞くことができる。

第6条運営委員会の事務を処理するため､運営委員会に幹事をおき､センターの専任事務職員を充てる。

第7条その他､運営委員会の議事の方法等に関し必要な事項は､運営委員会が定める。

附則この規程は､昭和55年２月１日から施行する。

附則この規則は､平成７年５月２７日から施行する。

･５４．



学会誌

■|SCで閲覧できる専門書籍（2004年１月～１２月）

ISC3F大学院専用情報フロアには,情報科学関連の最新の雑誌,学会誌等があり,これらの閲覧ができます．

洋雑誌

Actalnibmlatica･

AnnalsoIMathematics・Ser､２

Artiliciallnteuigence・

CogI1itiveScience・

CommunicationsonPu1℃andApplie〔い'lathematics・

ComputerNetworks･

Cyl〕emGticsandSystemsAnalysis・

DiscreteAppliedMathemaljcs・

DistlibutedComputing・

lmageandVisionComputing，

IntGmationalJoumalofHuman-ComputerStudies・

lmemationalJoUmaloflntelligentSystems・

IntemationalJoumalofParallelProgramming，

Joumill()fAlgorithms・

joumalofCombinatorialTheoly､SeriesA

joumalofCombinatorialTheoly・SeriesB

joumalofGraphTheoly・

JoumaloflnfbrmationScience・

JoumfllofMathematicalAnalysisandApplications・

JoumalofPamllelandDistI･ibutedCoInputing・

MilthGmaticsofComputation・

KewGenGrationColnputing、

PhysicsinMedicineandBiology・

SIAMJoumalonAppliedMathematics，

SIAMJoumalonComputing・

SlAMjoumalonDisc1℃teMathematics，

SIAMJoumalonNumericalAnalysis，

SpfltialVision、

TheComputerJoumal・

ThGoreticalComputerScience．
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ACMTransactionsonProgrammingLanguagesan(ISystGms・

PattGmRecognition．

ＵＳＡ

ＵＳＡ

※発行遅延等の事情により発行未定のもの,また図書館購入予定のものは除いています．

・５５。



和雑誌

ＩＮＴＥＲＮＥＴｍａｇａｚｉｎｅ

ＵＮＩＸＵＳＥＲ

ＵＮＩＸＭＡGAZINE

Linuxmagazine

MACPOWER

DOS/VPOWERREPORT

ASCII月刊アスキー

WindowsServerWorld

■
Ｌ
２
３
４
ａ
６
ｍ
８
９

インプレス

ソフトバンク

アスキー

アスキー

アスキー

インプレス

アスキー

ＩＤＧジャパン

学習研究社合格‘情報処理

‐５６‐
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■その他

【IＳｃの構成員】

センター長

研究開発室長

計算サービス室長

事務室長

事務職員

【IＳｃ運営委員】

人間科学研究センター

数理科学研究センター

電子工学科

通信工学科

電子材料工学科

電子機械工学科

機械工学科

光システムエ学科

医療福祉工学科

情報工学科

メディア情報文化学科

デジタルゲーム学科

工学部第２部

短期大学部

事務局長

情報処理教育センター

情報科学センター計ｊ

情報科学センター事１

７－事務室長

計算サービス室長

事務室長

･５７．

水本雅晴

水本雅晴(兼）

河合利幸

小池達男

浅島浩太

小谷共矢

橋本寛美

岩崎友見

小田康徳

奥村康昭

榎本正義

村上泰司

榎本博行

前山祥一

吉田晴行

生田孝

新川拓也

北嶋暁

杉森直樹

横山宏

光本浩士

西川明男

浪越宏治

早野秀樹

河合利幸

小池達男

貸舞






